
都道府県名 千葉県 市町村名 松戸市 自治体コード 12207

1 人事課 1,294,150 1,217,433 R3.4.2 R3.10.15
2.効果的で

あった

2 財産活用課 430,155 404,655 R3.4.7 R4.3.25
2.効果的で

あった

3 情報政策課 10,905,168 10,258,711 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

4 情報政策課 5,798,493 5,454,759 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

・消毒用アルコールの設置等の感染対策に
より本庁舎内での新型コロナ感染を抑止
できたと思料されるため。

情報システム等活用事業
ネットワーク運用業務

IT活用計画推進事業

①新型コロナウイルス感染拡大の防止の
ため、職員研修の回数を分散し、密状態を
回避する。
②職員研修委託料

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②来庁者用の消毒用アルコール

①新型コロナウイルス感染拡大を防止
②Web会議システム専用タブレットの経
費(会議等を集合することなく実施)

①ポストコロナに向けた行政手続の電子
処理化
②行政事務手続にRPA･AI-OCRを導入
し、事務の効率的な電子処理化を推進す
る。

人材育成事業
職員研修業務

庁舎管理事業
施設維持管理業務

Ｎｏ

申請金額

2,205,107,000

交付決定金額 受入金額 実績報告金額

2,205,107,000 2,205,107,000

事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

2,205,107,000

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

・事後アンケートで、複数の受講者から「密
にならない工夫・感染対策がとられてい
た」との意見が出されたこと、研修受講者
間における感染が発生しなかったことか
ら、新型コロナ感染拡大に一定の効果が得
られたと推察されるため。

・松戸市の部長会議（20回）やインフルエ
ンザ等対策本部会議（9回）等、多くの会
議、打合せ及び研修等がタブレットのWeb
会議で実施された。
・結果として、毎月平均で285時間の対面
会議を回避したことで、新型コロナ感染症
拡大防止に寄与したため。

・業務の効率化が見込める7業務を選定
し、RPA･AI-OCRを運用。これによる業
務削減時間は概ね3000時間を超え、ポ
ストコロナに向けた行政手続の電子処理
化を実現した。
・とりわけ、ワクチン接種担当部門におけ
るワクチン接種の予診票の読み取り業務
については、もともと手入力していたもの
を自動化することで、1,500時間の業務
時間削減効果があった。これにより、ワク
チン接種予約業務や接種会場準備等の優
先度の高い業務に注力することが可能と
なり、感染症拡大防止に寄与した。

事業実施による事業目的の達成への評価

令和3年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

5

国際推進課
（旧：東京オリ
ンピック・パ
ラリンピック
推進課）

98,192 92,371 R3.7.15 R3.8.1
2.効果的で

あった

6 市民自治課 210,000 197,551 R3.4.1 R4.3.18
2.効果的で

あった

7 市民自治課 82,644 77,745 R3.4.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

8 市民自治課 65,230 61,363 R3.4.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

9 市民自治課 597,850 562,410 R3.4.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

10 市民税課 1,279,972 1,204,095 R3.5.26 R4.3.31
2.効果的で

あった

11 収納課 3,655,906 3,439,184 R3.4.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

東京オリンピック・パラリンピック推進業務

市民活動支援業務

市民活動サポートセンター管理運営業務

市民交流会館管理運営事業
施設維持管理業務

市民センター管理運営事業
施設維持管理業務

市民税賦課業務

徴収業務

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②オリンピックホストタウンとして感染拡
大防止対策消耗品

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②市民活動団体の活動のオンライン化に
むけてレクチャーを実施する

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②サポートセンター来館者用の消毒用アル
コール

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②市民交流会館　利用者用の消毒用アル
コール

①ポストコロナに向けた行政手続の電子
処理化
②
・マイナンバーカードによるコンビニでの住
民税証明書の交付サービス
・市民が自宅のパソコンにより住民税・ふ
るさと納税の限度額の試算及び申告書の
作成を可能とする。

①ポストコロナに向けた行政手続の電子
処理化
②パソコン・スマートフォンからWeb経由
での口座振替の申し込みを可能にする。

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②市内17市民センター　利用者用の消毒
用アルコール

・必要な新型コロナウイルス感染拡大防止
対策を講ずることにより、予定どおり事前
キャンプを開催することができたため。

・市民活動団体の活動のオンライン化にむ
けたレクチャーを実施することで、感染機
会の削減及び新型コロナ感染拡大の防止
を推進することができるため。

・手指消毒液やスプレーボトル等をまつど
市民活動サポートセンターに配布すること
で、新型コロナ感染防止を図り、来館者が
安全に施設を利用することができたため。

・手指消毒液を市民交流会館に配布するこ
とで、新型コロナ感染防止を図り、来館者
が安全に施設を利用することができたた
め。

・手指消毒液を市民センターに配布するこ
とで、新型コロナ感染防止を図り、来館者
が安全に施設を利用することができたた
め。

・従来、証明書発行は「来庁」または「郵送」
による手段のみであったが、「最寄りのコ
ンビニ」という新たな手段が加わったこと
により、来庁せずとも交付が可能となり、
接触機会を限定することで新型コロナ感
染症対策に役立てることができたため。
・加えて、市民の利便性の向上にも寄与す
ることができたため。

・従来の口座振替の申し込みにおいては、
銀行や市役所等に出向いて手続きを行う
必要があったが、Web経由での申し込み
を可能にすることにより、自宅にいなが
ら、外出することなく申し込みを行うこと
が可能となった。
・これにより、口座振替の利用促進に繋
がったことに加え、新型コロナ感染症拡大
防止に寄与したため。
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

12
固定資産税
課

40,309 37,919 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

13 市民課 747,120 702,831 R3.4.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

15 地域福祉課 13,750 12,935 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

16
健康福祉会
館

269,236 253,276 R3.4.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

17
健康福祉会
館

84,702 79,681 R3.4.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

18 障害福祉課 1,000,000 940,720 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

・事業実施にあたり、感染対策物品の活用
により、職員及び市民双方に新型コロナ感
染者を出すことなく事業を実施できたた
め。

・本事業の導入により、市民課窓口の混雑
状況や受付後の呼出し状況がその場にい
なくともリアルタイムで確認できるように
なった。
・これにより、待合所の混雑の緩和による
三密の回避に有効であり、新型コロナ感染
拡大防止に寄与したため。

・マスク及び手指消毒液を設置すること
で、来場者の新型コロナ感染対策を徹底す
ることが可能となったため。
・また、感染対策を施していることの周知
により、”社会を明るくする運動”への参加
を広く求めることができ、安心して多くの
方が来場できる運びとなったと考えられ
るため。

・来館者の新型コロナ対策への意識は高
く、ペーパータオルや消毒液といった消耗
品を使う頻度は高い。それらを絶やすこと
なく提供することが可能となり、来館者の
感染防止に役立つ結果となったため。

・感染症対策物品の配置をし、感染症対策
をしたことにより、施設内での新型コロナ
感染拡大が抑えられたため。

・障がい者施設等で新型コロナウイルスが
発生した際に、適切な感染拡大防止対策と
サービス提供の継続を確保するために緊
急的に必要となる経費を補助することに
より、施設運営者及び利用者の負担と不
安を軽減することができたため。

健康福祉会館管理運営事業
施設維持管理業務

地域活動支援センター等業務

障害者居宅生活支援業務

①健康福祉会館の運営に係る新型コロナ
ウイルス感染症予防のため
②健康福祉会館の利用者及び職員の感染
予防のためのペーパータオル、手指消毒液
の購入

①障害者福祉センターの運営に係る新型
コロナウィルス感染症予防のため
②障害者福祉センター利用者及び職員の
ための新型コロナウィルス対策用消耗品
の購入

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②新築家屋の調査において、家屋内に職
員が直接立ち入ることに対する、市民及び
職員双方の感染予防に配慮した消耗品の
購入

①ポストコロナに向けた行政手続のネット
発信の強化
②市民課窓口の混雑状況や申請後の呼出
し状況が、待合所にいなくてもWeb上で
確認可能にする。

①更生保護の日に開催の「”社会を明るく
する運動”講演会とコンサート」に係る新型
コロナウイルス感染症感染・拡大の防止
②マスク及び手指消毒液の購入

家屋評価業務

戸籍・住民基本台帳等管理業務

更生保護助成協会負担金等

①万一市内障害福祉事業所（入所系施設）
で新型コロナウイルス集団感染（２人以上）
が生じた場合、さらなる拡大（大規模クラ
スター化）を防ぐとともにサービス提供を
確保するための対策を行うための費用を
緊急に補助する。
②クラスター感染防止対策緊急補助金
職員の感染拡大（同居家族等への拡大含
む）を防止するための宿泊関係費用、代
替・応援職員確保の費用、職員の特別手
当、医療品、装備品（N95マスク、保護衣
服）等の購入等。
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

19 障害福祉課 432,387 406,755 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

20 障害福祉課 59,120 55,615 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

21 介護保険課 31,675,487 29,797,769 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

22

小金原支所
廃棄物対策
　清掃施設担
当室
高齢者支援
課

485,455 456,677 R3.5.19 R4.3.31
2.効果的で

あった

23
高齢者支援
課

15,443 14,528 R3.6.14 R4.3.29
2.効果的で

あった

24 市民自治課 21,772,730 20,482,045 R3.4.1 R3.6.25
2.効果的で

あった

・会議のオンライン化等により、感染機会
の削減及び新型コロナ感染拡大の防止が
できたため。

・介護施設等で陽性者が複数発生した場合
に、感染拡大を防ぐ物品の購入費用や
PCR検査費用代、職員への手当などに係
る費用を助成し、新型コロナ感染のクラス
ター化を防止することに役立ったため。

・消毒用アルコール等を常備した結果、新
型コロナ感染拡大防止につながったため。

・障害者総合支援法に係る障害支援区分
認定（二次判定）のための審査を郵送で実
施し、感染機会の削減及び新型コロナ感染
拡大の防止措置を行うことができたため。

・手洗い用洗剤等を常備した結果、新型コ
ロナ感染拡大防止につながったため。

・コロナ禍で通常以上に経済面を中心に困
難があったと思料される出産された世帯
への経済的な支援がなされたため。

障害者総合支援関係業務

障害者介護給付費等審査会業務
審査判定業務

介護保険サービス事業者等支援事業

老人福祉センター等管理運営事業
施設維持管理業務

シニア交流センター管理運営事業
施設維持管理業務

新生児臨時給付金給付事業

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②障害福祉課業務の窓口対応における新
型コロナウィルス対策用消耗品の購入。障
害福祉課所管会議のタブレットによるオン
ライン開催とするための費用

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②障害者総合支援法に係る障害支援区分
認定（二次判定）のための審査を郵送で実
施する。

①万一介護施設で新型コロナウイルス集
団感染（２人以上）が生じた場合、さらなる
拡大（大規模クラスター化）を防ぐとともに
サービス提供を確保するための対策を行
うための費用を緊急に補助する。
②介護施設等集団感染拡大防止緊急補助
金
職員の感染拡大（同居家族等への拡大含
む）を防止するための宿泊関係費用、代
替・応援職員確保の費用、職員の特別手
当、医療品、装備品（N95マスク、保護衣
服）等の購入等

①新型コロナの感染機会の削減及び感染
拡大の防止
②新型コロナ対策として老人福祉センター
（常盤平・矢切・小金原・六実高柳）の消毒
液等の消耗品を購入する。

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②シニア交流センターの除菌・清掃用アル
コールを購入する。

①子育て支援の一環としてR2年4月28
日以降誕生した（する）子どもについて、一
律10万円の給付を行いコロナ禍において
不安を抱えながら出産を迎えた世帯を応
援する。
②給付金及び事務費

令和3年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

25

子育て支援
課
　児童給付担
当室

325,761,447 306,450,348 R3.4.9 R4.3.31
2.効果的で

あった

26
健康福祉会
館

1,927,605 1,813,337 R3.4.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

27
子どもわか
もの課

221,666 208,526 R3.4.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

28
子どもわか
もの課

54,160 50,949 R3.4.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

29 地域医療課 2,102,940 1,978,278 R3.4.1 R4.3.31
3.あまり効果
的ではなかっ

た

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響が
長期化し、経済的に困窮した状況が続く
中、令和2年度に引き続き実施。
・受給者からは、「この給付金があったから
子どもの当座必要なものが購入できた」な
どの声をいただいているため。
・また、支援の1つの形として「養育費をも
らっていない」ことに着目した点について
も、受給者から感謝の声をいただいたた
め。

ひとり親家庭支援事業（ひとり親家庭養育
支援業務）

こども発達センター管理運営事業
外来療育業務
通園保育業務

青少年自立支援事業
中高生支援業務

児童館管理運営事業
施設維持管理業務

新型インフルエンザ等対策業務

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②常盤平児童福祉館における家庭児童相
談員の相談業務について、タブレットによ
るオンライン相談を実施する。

①介護施設等における新型コロナウイルス
感染症の感染拡大の防止、施設利用者及
び職員の不安感の解消並びに施設運営の
支援
②居住型の高齢者施設や学校等を対象
に、行政検査によるPCR検査の対象とな
らなかった者に対して実施するPCR検査
費用

① コロナ禍において養育費の不払いが悪
化している状況に対応するため、養育費を
もらっていないひとり親世帯に給付金を
支給。
②給付金支給に要する経費（事業費・事務
費）

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②子ども発達センターの感染対策用消耗
品の購入、オンライン保育サービスの提供
に係る通信費

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②青少年プラザ及び中高生の居場所（松
戸、新松戸、五香六実、八柱地区）での相談
業務をオンラインで実施する。

・本消耗品や備品等の購入、オンライン
サービス提供による不要な接触防止によ
り、松戸市こども発達センターの事業実施
において十分な感染防止体制を配備する
事が出来、それによりセンター利用者及び
職員における新型コロナ感染を未然に防
ぐことができたため。

・オンライン相談に対応可能な体制を構築
することにより、感染機会の削減及び新型
コロナ感染拡大の防止という事業目的の
他、相談を希望する方の相談方法の選択
肢を拡大することができたため。

・オンライン相談に対応可能な体制を構築
することにより、感染機会の削減及び新型
コロナ感染拡大の防止という事業目的の
他、相談を希望する方の相談方法の選択
肢を拡大することができたため。

・本市においては他にも新型コロナウイル
スPCR検査事業も実施しており、当該検
査需要は他事業に流れたため、本事業の
活用機会が当初予定していたほどではな
かったため。
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

30

子ども家庭
相談課
　母子保健担
当室

18,738,800 9,369,800 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

31

子ども家庭
相談課
　母子保健担
当室

5,506,258 5,179,848 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

32 健康推進課 73,755 69,383 R3.4.26 R3.11.26
2.効果的で

あった

33 健康推進課 64,020 60,225 R3.5.12 R4.3.2
1.非常に効果
的であった

34

子ども家庭
相談課
　母子保健担
当室

83,419 78,474 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

母子保健歯科指導事業

母子保健衛生費補助金

3歳児健康診査業務

中央保健福祉センター管理運営業務

受診勧奨事業

①乳幼児健康診査における新型コロナウイ
ルス感染機会の削減及び感染拡大の防止
（1歳6か月児健康診査業務、No.113と関
連）
②1歳6か月児健診の個別健診に係る費用

①乳幼児健康診査における新型コロナウイ
ルス感染機会の削減及び感染拡大の防止
②3歳児健診（集団健診）を、（１）1回あた
りの受診者数を減らす、（２）1回あたりの
医師・歯科医師を増員し健診所要時間の
短縮を図る等の感染防止対策を講じ実施
する。

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②各保健福祉センターにおける利用者や
職員のための感染拡大防止対策消耗品

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②集団がん検診における感染防止のため
の医療品等の購入

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②幼児の虫歯予防教室における感染防止
のための医療品等の購入

・従来の集団健診を個別健診と集団健診
の併用に変更（令和2年度より継続）。
・集団健診では、従来よりも歯科医師を増
員し、集団健診の実施回数を増やしたた
め、対象者の滞在時間が縮小され、混雑緩
和を図ることができた。また、手指消毒の
徹底、使用物品の消毒により感染対策を
講じ、コロナ禍においても安全に実施する
ことができたため。
・個別健診では、大人数が来所する会場で
の感染に不安がある保護者が安心して受
診できる場とできたため。また、受診日を
保護者が決めることができるため、利便性
が高かった。

・医師・歯科医師等を増員し、集団健診の
開催数を増やし、各回の受診人数を減らし
たため、密集密接が回避され、健診所要時
間が短縮された。感染症対策のための飛
沫対策物品や消毒物品による感染症対策
を講じ、コロナ禍においても安全に実施す
ることができたため。

・消毒液やマスクを用意することで、各保
健福祉センターにおける利用者や職員の
ための新型コロナ感染拡大防止に効果が
あったため。

・集団検診時には、不特定多数の市民が一
つの会場に集中するため、入場前の手指
消毒や使用後の机・椅子・筆記用具などの
消毒のために消毒液を購入した。
・各ガイドラインを参考に消毒を行いなが
ら集団検診を実施したので、新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大防止に非常に効
果的であったと考えられるため。

・感染症対策のための飛沫対策物品や消
毒物品の購入により、新型コロナ感染症対
策を講じて幼児の虫歯予防教室を安全に
実施することができたため。
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

35 地域福祉課 207,395 195,101 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

36 健康推進課 36,135 33,993 R3.6.7 R3.11.26
2.効果的で

あった

37 環境保全課 4,000,000 3,762,880 R3.4.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

38 環境業務課 155,988 146,741 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

39 商工振興課 20,877,673 19,640,047 R3.11.19 R4.3.24
2.効果的で

あった

40 商工振興課 3,339,000 3,141,064 R3.9.3 R3.12.24
2.効果的で

あった

北山会館・式場管理運営事業
施設維持管理業務

白井聖地公園管理運営事業
施設維持管理業務

騒音等調査業務

民間回収資源化システム支援事業

事業者緊急支援利子補給等業務

中小企業活性化支援業務

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②コロナ禍においては、巣ごもりやリモー
トワークなど自宅で過ごす機会が増えてお
り、それに伴い生活騒音に関する苦情が多
く寄せられている。それらの苦情に対応す
るため、生活騒音等に関する調査を行う。
調査は地方自治体研究機構と共同で行う
ための調査費用

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②感染予防対策として、窓口での申請を避
けるためのリサイクル活動奨励金交付申請
書等返信用郵便料

①新型コロナウイルスの影響に伴う市内中
小企業事業支援
②新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、売上が減少し、資金繰りや経営状況が
悪化している中小企業に対して緊急的に
支援する。

①新型コロナウイルスの影響に伴う市内中
小企業事業支援
②新型コロナウイルス感染症の影響を受け
た中小企業に対して、デジタル化に要する
経費の一部を補助する。

①新型コロナウイルス感染症感染・拡大の
防止
②北山会館・市斎場の参列者や職員のた
めの感染拡大防止対策消耗品

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②白井聖地公園内における利用者や職員
の感染拡大防止のための医薬品等の購入

・リサイクル活動実施業者（約25社）及び
団体（約500団体）が年に4回行う奨励金
申請手続きを郵送とした。これにより、接
触機会の減少と新型コロナ感染拡大防止
につながったため。

・事業者の倒産件数は低水準で推移してお
り、本事業を含めた資金繰り支援・給付制
度がコロナ禍において影響を受ける企業
の事業継続に寄与したため。

・本事業を活用した中小企業からは、「事業
環境の変化に対応し、販路開拓、販売方
法、生産管理をデジタル化することで売上
向上や生産性向上につながったほか、DX
を進めるきっかけとなった」との声があ
り、市内中小企業のポストコロナも見据え
たDXに対する機運醸成に寄与したため。

・火葬場・斎場という特殊な業務・区切られ
たスペースにおいて、感染症対策用品を完
備することは、コロナ禍においても利用者
のみならず業務従事者の安全と安心の確
保につながるものと考えられるため。

・消毒液やマスクを用意することで、白井
聖地公園内における利用者や職員の新型
コロナ感染拡大防止に効果があったため。

・アンケート調査により、コロナ禍における
市民の生活実態の変化、生活騒音への意
識等を把握することができた。
・表面化していない潜在的な問題が生じて
いるので、生活音に関する積極的な情報
提供を行う必要がある。これまでの生活音
に関する相談・苦情の受付やその後の対応
等で培ってきた経験や知見等をいかして
いく他、ＨＰや広報等を効果的に取り入れ
るなど対応の在り方を検討する。
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

42

公園緑地課
　21世紀の
森と広場管
理事務所

699,620 658,147 R3.4.15 R4.3.31
2.効果的で

あった

43

公園緑地課
　21世紀の
森と広場管
理事務所

2,787,841 2,622,578 R3.10.28 R4.3.31
2.効果的で

あった

44 救急課 2,958,763 2,783,368 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

45 消防総務課 377,740 355,348 R3.8.5 R4.1.19
1.非常に効果
的であった

46
学校財務課
（旧：教育財
務課）

23,708,734 22,303,283 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

47
学校財務課
（旧：教育財
務課）

3,066,363 2,884,589 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

49
市立松戸高
等学校

36,488 34,325 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

救急隊活動業務

常備消防管理事業
管理運営業務

小学校施設維持管理事業
校舎校地等維持管理業務

中学校施設維持管理事業
校舎校地等維持管理業務

高等学校施設維持管理事業
校舎校地等維持管理業務

総合公園管理事業
21世紀の森と広場維持管理業務
パークセンター維持管理業務
自然観察舎維持管理業務

21世紀の森と広場維持管理業務

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②21世紀の森と広場屋内施設に設置する
ハンドソープ・消毒液等

①感染対策を万全にした屋外イベントの実
施
②松戸モリヒロフェスタにおける新型コロ
ナウイルス対策費用

①感染性廃棄物の適正処理および各消防
署の労働安全衛生の確保
②コロナ禍の影響により、排出量が増加し
ている救急活動に係る医療系廃棄物の処
理委託料増額分

①消防職員の新型コロナウイルス感染機
会の削減及び感染拡大の防止
②消防局・消防署で使用する手指消毒アル
コールの購入

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため換気しながらエアコンを使用するため
の電気・ガス使用料の増額分

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため換気しながらエアコンを使用するため
の電気・ガス使用料の増額分

①新型コロナウイルス感染症にかかる連絡
手段の確保
②夜間及び休日等に市立松戸高校の教職
員が新型コロナウイルス感染症にかかる緊
急連絡用に使用する携帯電話の通信費

・消毒及び手洗いは感染防止対策の日常
行為であることから、ハンドソープ等が常
に設置、補充されていることで、コロナ禍
においても来園者が安心して利用するこ
とができたと思われるため。

・各イベントでの消毒ブース設置や、新型コ
ロナ拡大にかかる呼びかけ、誘導員の配置
といった感染症対策を実施。これにより、
イベント参加者は安心してイベントに参加
することができ、新型コロナ感染症拡大予
防に寄与したため。

・新型コロナウイルス感染者の対応により、
排出された感染性廃棄物が想定よりも上
回る数量となり、予算の不足が避けられな
い状況であったが、感染性廃棄物の処理
及び清掃に関する法律等関係法令に基づ
く、適正な処理業務を遂行することが出来
たため。

・手指消毒する習慣づけができ、新型コロ
ナ感染拡大防止の一助となったと思料さ
れるため。

・小学校の教室内の換気を徹底すること
で、新型コロナ感染防止に役立ったため。

・中学校の教室内の換気を徹底すること
で、新型コロナ感染防止に役立ったため。

・夜間や休日等に新型コロナウイルス感染
症に関する保護者から教職員への緊急時
の連絡手段として効果的であった。
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

50
社会教育課
（旧：生涯学
習推進課）

217,700 204,795 R3.6.5 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

51
社会教育課
（旧：生涯学
習推進課）

82,010 77,148 R4.3.2 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

52
社会教育課
（旧：生涯学
習推進課）

31,400 29,539 R3.8.24 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

53 図書館 473,000 444,961 R3.9.2 R4.2.16
2.効果的で

あった

54 図書館 489,824 460,787 R3.5.25 R4.3.29
2.効果的で

あった

55 図書館 796,747 749,516 R3.6.8 R4.3.31
2.効果的で

あった

56 図書館 143,186 134,698 R3.9.16 R4.3.24
2.効果的で

あった

読書普及活動業務

貸出等管理業務

図書館管理運営事業
施設維持管理業務

社会教育推進関係業務

矢切公民館管理運営事業
施設維持管理業務

タウンスクール管理運営事業
施設維持管理業務

講座等行事開催業務

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②タウンスクール根木内利用者及び従事
職員に対する消耗品（手指消毒液・ペー
パータオル等）の購入

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②図書関係の講座を動画配信に変更して
実施する経費

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②
（1）研修会を動画配信に変更して実施する
経費
（2）図書館ボランティア研修を書面開催で
実施するための郵送料

①新型コロナウイルス感染症拡大の防止
②図書館来館者及び従事職員に対する消
耗品（手指消毒液・手袋等）の購入

①新型コロナウイルス感染症拡大の防止
②図書館内の定期消毒作業用の消耗品
（消毒液・手袋等）の購入

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②
（1）各種講座をオンラインにて実施するた
めの経費
（2）各種更新手続を郵送対応するための
経費

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②矢切公民館利用者及び従事職員に対す
る消耗品（手指消毒液・ペーパータオル等）
の購入

・各種講座のオンライン配信や各種更新手
続きの郵送化により、感染リスクを回避で
き、事業実施中の新型コロナ感染者がな
かったため。

・手指消毒液の設置等の感染症対策によ
り、施設内での新型コロナ感染者がなかっ
たため。

・手指消毒液の設置等の感染症対策によ
り、施設内での新型コロナ感染者がなかっ
たため。

・講座を動画配信にすることで、感染機会
の削減及び新型コロナ感染拡大防止に
なったため。

・研修資料等を郵送送付し書面開催するこ
とで、感染機会の削減及び新型コロナ感染
拡大防止になったため。

・手指消毒薬の設置等により、図書館来館
者及び従事職員の新型コロナ感染防止対
策が図られたため。

・消毒液等の購入により、図書館内の定期
消毒作業が可能となり、新型コロナ感染防
止対策が図られたため。

令和3年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業

9



Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

57
社会教育課
（旧：社会教
育課）

473,515 445,445 R3.6.16 R4.3.16
1.非常に効果
的であった

58
社会教育課
（旧：生涯学
習推進課）

184,359 173,430 R3.7.23 R4.3.24
1.非常に効果
的であった

60

文化財保存
活用課戸定
歴史館（旧：
戸定歴史館）

17,875,000 16,815,372 R3.10.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

61

文化財保存
活用課
（旧：社会教
育課）

16,832 15,834 R4.1.28 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

成人式開催事業

青少年会館管理運営事業
施設維持管理業務

戸定歴史館管理運営事業
歴史資料収集調査業務

齋藤邸管理運営事業
管理運営業務

①コロナ禍における新しい生活様式下で
の文化イベント開催支援
②
（1）成人式の来場者等に対する消耗品（手
指消毒液・手袋等）を購入するための経費
（2）例年文化会館大ホールにて2部制で
成人式を開催しているが、R3年度は3密
対策として従来の大ホールに加え小ホー
ルを開放するため、それに係る会場借上料
や会場整理員の増額経費。また、成人式に
出席しない新成人に向けて、ネットにて参
加ができるようライブ配信や後日配信を
行うための経費

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②青少年会館や樋野口分館の施設利用者
及び従事職員に対する消耗品（手指消毒
液・ペーパータオル等）の購入

①来館者の接触機会の削減による新型コ
ロナウイルス感染拡大の防止
②戸定邸にある展示品や資料等をデジタ
ル化し、デジタルアーカイブやＶＲツアー等
のコンテンツを構築するための経費

①コロナ禍の新しい生活様式下での文化
イベント開催支援
②旧齋藤邸利用者及び従事職員に対する
消耗品等（手指消毒液・フェイスシールド）
の購入

・令和４年１月10日開催の松戸市成人式に
おいて、以下のとおり新型コロナウイルス
感染症対策を講じた。
（１）非接触型体温計や手指消毒用アルコー
ル等の衛生用品等を会場内に配置を行っ
た。
（２）会場開催とオンライン配信の併用に
よって会場内の混雑緩和を図り、会場内で
も通常の大ホール使用に加え、小ホールを
使用した式典映像の配信を実施し、来場者
の密集を避けた。

・式典当日の来場者は3,027人となった
が、会場における感染者数は０人であっ
た。また、後日配信を含む映像配信は視聴
回数3,682回となっており、混雑緩和に
一定の効果を挙げたものと思料されるた
め。

・手指消毒液の設置等の感染症対策によ
り、施設内での新型コロナ感染者がなかっ
たため。

・これまで来館しないと得られなかった情
報を、ホームページを通じて多角的な提供
が可能となり、コロナ感染拡大に伴い来館
を控える人も情報収集ができるように
なった。加えて、接触機会の削減による新
型コロナ感染症拡大の防止にも寄与した
ため。
・また、「こどもミュージアム（まつどの歴史
紹介ページ）」や市内の文化財をめぐる「デ
ジタルマップ」等の活用により、新たな生
活様式の下でも、所蔵資料鑑賞や歴史文
化体験の機会を提供できるようになった
ため。

・令和３年度中に複数回、旧齋藤邸にてイ
ベントを開催。その際に３蜜を避けるよう
人員配置し、また非接触型体温計や手指
消毒用アルコールなどを配置した。そうし
た新型コロナウイルス感染症対策により、
事業実施中の感染者は０人となったため。

令和3年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

62
社会教育課
（旧：生涯学
習推進課）

126,537 119,036 R3.4.30 R4.2.21
1.非常に効果
的であった

63

文化財保存
活用課博物
館（旧：博物
館）

359,808 338,479 R3.4.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

64

文化財保存
活用課博物
館（旧：博物
館）

17,875,000 16,815,372 R3.10.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

65

廃棄物対策
課
　清掃施設担
当室

98,627 92,780 R3.8.2 R3.8.18
2.効果的で

あった

66 介護保険課 1,272,461 1,197,030 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

博物館歴史資産収集調査事業
歴史資料収集調査業務

クリーンセンター体育施設管理運営事業
施設維持管理業務

介護保険特別会計への繰出金
（介護保険サービス等指定業務、介護保険
制度普及啓発事業、認定調査関係業務）

文化ホール管理運営事業
施設維持管理業務

博物館管理運営事業
施設維持管理業務

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②文化ホール利用者及び従事職員に対す
る消耗品（手指消毒液・ペーパータオル等）
の購入

①新しい生活様式に則った新型コロナウイ
ルス感染拡大防止対策
②
（1）博物館利用者及び従事職員に対する
消耗品等（手指消毒液・非接触型温度計
等）の購入
（2）展示解説動画の視聴に係るネットワー
ク回線通信費

①来館者の接触機会の削減による新型コ
ロナウイルス感染拡大の防止と、利便性の
向上
②博物館所蔵の文化財資料をデジタル化
し、デジタルアーカイブ等のコンテンツを
構築するための経費

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②新型コロナ対策として、クリーンセン
ター体育施設利用者及び従事職員に対す
る消耗品（手指消毒用アルコール）の購入

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②松戸市介護保険特別会計に繰り出し、事
業所への実地指導時や介護認定調査時の
感染症予防対策に係る消耗品及び介護施
設での感染症対策強化の支援に係る報償
費等を交付対象経費とする。

・手指消毒液の設置等の感染症対策によ
り、施設内での新型コロナ感染者がなかっ
たため。

・新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、館内の環境整備を図り、館内に出入り
する来館者、職員及び従業員の新型コロナ
感染拡大防止に努めることができたため。

・これまで来館しないと得られなかった情
報を、ホームページを通じて多角的な提供
が可能となり、コロナ感染拡大に伴い来館
を控える人も情報収集ができるように
なった。加えて、接触機会の削減による新
型コロナ感染症拡大の防止にも寄与した
ため。
・また、「こどもミュージアム（まつどの歴史
紹介ページ）」や市内の文化財をめぐる「デ
ジタルマップ」等の活用により、新たな生
活様式の下でも、所蔵資料鑑賞や歴史文
化体験の機会を提供できるようになった
ため。

・手指消毒用アルコールを常備した結果、
職員や施設利用者から新型コロナ感染者
を出すことなく運営できたため。

・高齢者施設等に向けた感染症拡大防止
に対する指導や、迅速な情報交換に向けた
取り組みを行うことができたため。
・業務中に新型コロナ感染者が発生するこ
となく、介護認定関連業務を遂行できたた
め。

令和3年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

67 国保年金課 287,100 270,081 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

68 技術管理課 7,982 7,509 R3.11.22 R3.12.8
2.効果的で

あった

69
広報広聴課
　広聴担当室

25,286 23,787 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

71 情報政策課 46,177,450 43,440,056 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

国民健康保険特別会計への繰出金
（特定健康診査等事務費、管理業務）

工事検査事業

市民相談事業

デジタル化推進事業

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②松戸市国民健康保険特別会計に繰り出
し、集団検診・保健指導利用者の検温用非
接触体温計や感染対策用消耗品購入に要
する費用を交付対象経費とする。

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②工事検査時の感染を防止するための消
毒液

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②市民相談窓口での感染を防止するため
の消毒液

①デジタル技術の活用により、手続等での
市民の来庁機会の削減と便利・快適な生
活環境の提供。これによる新型コロナウイ
ルス感染拡大防止。加えて、行政の効率化
を図る。
②
・デジタル化基本方針実行支援委託・・・国
のDX計画、松戸市のデジタル化方針をふ
まえたデジタル化に向けた効果的な取り
組みの支援委託
・バーチャル「松戸市」構築設計委託・・・市
民が来庁しなくても手続が完了できるよ
うに、システム等を構築するための設計支
援
・テレワーク環境構築関係経費・・・庁舎以
外から職員の事務処理PCを操作できる
環境を整備

・課内の全ての窓口で、来庁者が感染症対
策物品を使用できたため、新型コロナ感染
拡大防止に効果があったものと考えられ
るため。

・消毒液の配置等の感染対策により、工事
検査中における新型コロナ感染を防げた
と思われるため。

・相談で来庁された市民の方に、相談室入
室前に手指消毒を促すことで、新型コロナ
ウイルス感染拡大の防止に効果があった
ため。

(1)デジタル基本方針実行支援およびバー
チャル「松戸市」構築設計委託
当委託では、新型コロナ感染症拡大防止も
含め、来庁せずオンラインで完結可能な市
役所を目指すことを目的とした。オンライ
ン化に向けては様々な取組みが考えられ
るため、その基本方針の策定やバーチャル
「松戸市」の設計を行い、結果、接触機会の
削減、ソーシャルディスタンスの確保と
いったニューノーマルに向けた取組みを実
施する上で非常に効果的なものとなった
ため。

(2)テレワーク環境構築関係経費
感染者及び濃厚接触者が多数発生し、業
務継続に影響があったが、令和4年3月1
日から3月31日までの1ヶ月間で、延べ
396人がテレワークシステムを活用したリ
モート勤務を実施することで、職場内の密
が回避でき、業務継続及び感染症拡大防
止に寄与したため。

令和3年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

72
健康福祉政
策課

9,521,493 8,957,060 R3.5.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

73 救急課 42,230,980 23,820,980 R3.7.16 R4.1.14
1.非常に効果
的であった

74

子育て支援
課
　児童給付担
当室

290,700 273,467 R3.5.6 R4.3.31
2.効果的で

あった

75 幼児教育課 252,309 237,352 R3.7.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

児童扶養手当給付業務

私立幼稚園預かり保育促進業務

感染症対策関係事業（ドライブスルー検査
等搬送支援事業）

救急隊活動業務

①新型コロナウイルス関係の検査体制の
拡大
②PCR検査対象者のうち、車による移動
が出来ない方を対象に、飛沫循環抑制車
両によりドライブスルー検査会場等までの
搬送を支援

①救急隊員の新型コロナウイルス感染機
会の削減及び感染拡大の防止
②救急隊員の二次感染リスクを低減する
感染防止対応品の購入

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止を目的として、例年は対
面で実施していた児童扶養手当現況届に
ついて郵送受付を実施。
②郵送受付に伴う郵便料

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②タブレットを活用し、預かり保育幼稚園
合同説明会をオンラインで実施する。

・PCR検査対象者のドライブスルー検査会
場等までの搬送支援を実施することによ
り、検査実施の促進につながり、新型コロ
ナ感染症拡大防止が図られたため。

・新型コロナウイルス感染拡大により、救急
隊員の感染者と接触する機会が増加。感
染防止の観点から、使用した資器材を単回
での廃棄することは、感染防止資器材の不
足の懸念があった。本事業による感染防
止資器材の配備で、救急隊員の二次感染
リスクの軽減につながり、適正な業務を遂
行する事が出来たため。

・例年、対面で全件実施している児童扶養
手当資格登録者を対象とした現況届手続
きの郵送受付を実施した。これにより、新
型コロナウイルス感染機会の減少を図った
ため。

・コロナ禍で対面方式をとれない幼稚園の
説明会や市民向けの制度説明において、タ
ブレットの活用によりオンラインで行うこ
とが可能となった。そして、オンラインを活
用することで対面式の時よりも接触機会
が減少し、新型コロナ感染症感染対策へ繋
がったため。

令和3年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

76 商工振興課 662,889,994 623,593,955 R3.7.15 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

77
会計課
収納課
市民課

3,085,829 2,902,901 R3.10.6 R4.3.31
2.効果的で

あった

78 市民自治課 171,952 161,759 R3.4.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

79
社会教育課
（旧：社会教
育課）

2,992,802 2,815,389 R3.10.28 R4.3.28
1.非常に効果
的であった

緊急支援対策業務

収入業務
住民基本台帳業務
徴収業務

市民活動サポートセンター管理運営業務

社会教育推進関係業務

①新型コロナウイルスの影響に伴う市内中
小企業事業支援
②新型コロナウイルス感染症の影響を受け
ている地域経済の回復を図るため、プレミ
アム商品券（スマートフォンとプリペイド
カード型商品券）の発行事業にかかる経費

①ポストコロナに向けた行政手続の電子
処理化
②（1）市民課・支所等、(2)税窓口におけ
る諸証明手数料のキャッシュレス化導入経
費

①ポストコロナに向けた感染機会の削減
及び感染拡大の防止
②
・市民活動団体へのオンライン化資材等の
貸し出し
・市民活動関係のオンライン講座開催経費

①コロナ禍における新しい生活様式下で
の文化イベント開催支援
②音楽フェスティバルを開催するにあた
り、新型コロナウイルス感染症の拡大防止
のための消耗品購入やサーモグラフィーカ
メラの賃借にかかる経費。また、3密対策
のための会場整理員の増員にかかる経費
やネットにて参加できるようライブ配信や
後日配信を行うための経費

◆発行総数：19億5,000万円
　15万セット
　（デジタル商品券95,287セット、
　　カード型商品券54,713セット）
◆使用金額：
　1,942,197,065円《利用率99.6％》
◆登録店舗数：1,456店
◆利用店舗数：1,371店《利用率94.1％》

・プレミアム付商品券を発行したことで、約
3か月の間に上記金額が松戸市内で消費
されたことで、新型コロナウイルス感染症
により落ち込んでいる個人消費を喚起し、
事業者支援につなげることができたため。

・手数料収納事務にキャッシュレス決済を
導入したことにより、手数料収納に係る所
要時間の短縮や接触機会の軽減が図れ
た。これは、新型コロナ感染症対策に有効
であったと考えるため。
・その一方で、収入事務にキャッシュレス決
済に係る事務処理が加わったことや想定
外事項が発生するなど、内部での業務量
は増加している。今後、契約相手方と連携
して、事務処理に係る業務量の軽減に努め
たい。

・市民活動団体へのオンライン化資材等の
貸し出しを実施することで、団体の活動に
よる感染機会の削減及び新型コロナ感染
拡大の防止を推進することができため。

・本事業は、松戸音楽フェスティバル実行
委員会への負担金として執行。イベント開
催における新型コロナウイルス感染症対策
として、オンライン配信、会場整理員の配
置、非接触型体温計、手指消毒用アルコー
ル等の衛生用品等の配置を行った。令和3
年11月6日のイベントでは延べ4,300人
（推計）が参加したが、会場における感染者
は０人であり、感染症拡大防止に効果的で
あったと言えるため。
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

80

文化財保存
活用課戸定
歴史館（旧：
戸定歴史館）

1,999,800 1,881,252 R4.1.14 R4.3.31
2.効果的で

あった

81

社会教育課
　施設担当室
（旧：市民会
館）

1,888,170 1,776,240 R3.8.26 R3.12.15
2.効果的で

あった

82 財産活用課 6,688,118 6,291,647 R3.4.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

83 市民自治課 3,623,163 3,408,382 R3.4.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

84 救急課 5,995,220 5,639,824 R3.7.16 R3.10.8
2.効果的で

あった

地域代表者制度関係事業

応急救護普及事業

戸定歴史館管理運営事業
歴史資料収集調査業務

市民会館管理運営事業
施設維持管理業務

庁舎管理事業
施設維持管理業務

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②
（1）市民会館利用者及び従事職員に対す
る消耗品（手指消毒液・足用ドア開閉器）や
備品（アルコール噴霧スタンド）を購入する
ための経費
（2）市民会館内のトイレ自動水栓化修繕に
かかる経費

①新型コロナウイルス感染拡大の影響を
受けている市民への対応
②新型コロナウイルス相談ダイヤル（フリー
ダイヤル）の通信料

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②ワクチン接種後の町会活動の再開を見
据えた、非接触型体温計などの感染症対
策物品を配布する経費

①新しい生活様式に則った新型コロナウイ
ルス感染拡大防止対策
②コロナ禍において、講習会参加者に対す
る感染症対策を講じながら救命講習会を
実施するために必要な資機材（心肺蘇生用
訓練人形・AEDトレーナー）の購入

①来館者の接触機会の削減による新型コ
ロナウイルス感染拡大の防止と、利便性の
向上
②デジタルアーカイブのコンテンツ構築に
あわせて、戸定歴史館のホームページを改
修するための経費

・新型コロナウイルス感染拡大に伴い戸定
歴史館へ来館を控える人に向けて、これま
で来館しないと得られなかった情報を、
ホームページを通じて多角的に提供するこ
とができるようになった。また、デジタル
アーカイブのコンテンツ構築にあわせ、戸
定歴史館のホームページを改修したこと
で、コンテンツに容易にアクセスできるよ
うになった。
・こうしたことにより、新型コロナ感染拡大
防止及びデジタルトランスフォーメーショ
ンの推進に寄与したと思料されるため。

・本事業により、市民会館内でのアルコー
ル噴霧スタンド等の感染症対策物品の設
置や、トイレ自動水栓化修繕を実施。特に、
トイレ自動水栓化と足用のドア開閉器は、
接触機会の削減に直結したと思料される。
こうしたことからも、本事業は、新型コロナ
ウィルス感染予防として効果的であったと
言えるため。

・本事業により、多岐にわたる新型コロナ
ウイルスに関する市民からの相談の適切
な対応につながり、コロナ禍における市民
の不安等の軽減に寄与したと思料される
ため。

・町会・自治会に手指消毒液等の感染症対
策物品を配布することで、新型コロナ感染
症対策を行った上で安全に町会・自治会活
動を行うことができたため。

・新型コロナウイルス感染拡大により、救命
講習会は「新しい生活様式」をふまえた上
で実施せざるを得ず、訓練人形、AEDト
レーナーのハード面の整備を行った。こう
した整備や感染防止対策を講じたことに
より、参加者にとって安心で安全な参加し
やすい救命講習会を開催することが出来
たため。
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

85
教育総務課
（旧：教育企
画課)

230,384 216,727 R3.6.28 R3.7.7
1.非常に効果
的であった

86

学務課
　学校保健担
当室（旧：保
健体育課）

24,754,000 23,286,586 R3.8.20 R3.10.20
1.非常に効果
的であった

87 国保年金課 1,288,725 1,212,330 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

89 常盤平支所 2,970,000 2,793,939 R4.2.24 R4.3.28
1.非常に効果
的であった

90
六実支所
新松戸支所

8,470,000 7,967,899 R3.9.16 R4.1.10
1.非常に効果
的であった

教育委員会運営業務

保健用器材購入等業務

国民健康保険特別会計への繰出金（減免・
猶予業務、キャッシュレス決済導入業務）

支所管理運営事業
施設維持管理業務

市民センター管理運営事業
施設維持管理業務

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②常盤平支所の入口ドアを、接触型の開き
ドアから、非接触型の自動ドアに改修す
る。

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②市民センター（六実、新松戸）の入口ドア
を、接触型の開きドアから、非接触型の自
動ドアに改修する。

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②
（1）教育委員会会議の出席者に対する消
耗品（消毒液・ペーパータオル等）を購入す
るための経費
（2）教育委員会会議の傍聴者に別室にて
会議を視聴してもらうため、Webカメラ等
を購入するための経費

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②学校行事等で来校する不特定多数の保
護者や関係者に対して、同時に測定できる
サーモグラフィーカメラを購入するための
経費
（No.131と関連※学校保健特別対策事業
費補助金の対象事業のため、単独分のみ
を計上）

①コロナ禍の影響により収入が減少した
被保険者等の国民健康保険料の減免・猶
予事務を適切かつ円滑に実施する。また、
感染対策のため、納付証明書手数料の収
納にキャッシュレス決済を導入する。
②松戸市国民健康保険特別会計に繰り出
し、データ取込補助、帳票出力、通知関係
に要する費用及びキャッシュレス決済導入
に要する費用を交付対象経費とする。

・サーモグラフィカメラの導入により、学校
行事等で来校する不特定多数の保護者や
関係者に対して、迅速かつ正確な検温を行
うことが可能となった。
さらに、検温時に発熱者との接触を回避
出来ることから、非常に効果的な新型コロ
ナ感染拡大防止対策となったため。

・市民センター（六実、新松戸）入口を非接
触型の自動ドアに改修したことにより、来
朝者間の接触機会の削減となり、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止を図ることができ
たため。

・消毒液等の感染症対策物品や会議傍聴
用のWebカメラ設置は、一般的な感染予
防策として推奨されている「消毒」「飛沫拡
散防止」「接触の回避」を十分に行うことが
でき、新型コロナ感染拡大防止に寄与した
ため。

下記のことから、国民健康保険被保険者の
利益に寄与し、新型コロナ感染拡大防止に
つながったと考えられるため。
・コロナ禍における収入の減少等による国
民健康保険料の減免及び徴収猶予の実施
に必要な事務（データ取込補助、帳票出
力、通知関係等）を適切かつ円滑に実施で
きた。
・納付証明書手数料収納にキャッシュレス
決済を導入したことにより、接触機会の減
少や決済処理の時間短縮などが実現でき
た。

・常盤平支所の入口を非接触型の自動ドア
に改修したことにより、来朝者間の接触機
会の削減となり、新型コロナウイルス感染
拡大防止を図ることができたため。
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

91 公園緑地課 30,507,400 28,698,925 R3.8.27 R4.5.31
2.効果的で

あった

92

公園緑地課
　21世紀の
森と広場管
理事務所

26,422,000 24,855,707 R3.6.14 R4.3.24
1.非常に効果
的であった

93
社会教育課
（旧：生涯学
習推進課）

1,286,424 1,210,165 R3.11.29 R4.2.28
1.非常に効果
的であった

94
社会教育課
（旧：生涯学
習推進課）

1,264,476 1,189,518 R3.9.29 R4.2.15
1.非常に効果
的であった

95

子育て支援
課
　児童給付担
当室

17,728,373 16,677,437 R3.5.6 R4.3.31
2.効果的で

あった

市内公園緑地管理事業
維持管理業務

21世紀の森と広場維持管理業務

タウンスクール管理運営事業
施設維持管理業務

青少年会館管理運営事業
施設維持管理業務

子育て世帯生活応援特別給付金給付事業

①市内公園のトイレ及び水栓でのウイルス
飛散・接触防止による新型コロナウイルス
感染拡大の防止
②利用者の感染防止のための市内公園ト
イレの蓋付き洋式化と手洗いの自閉式水
栓化

①市内公園のトイレ及び水栓でのウイルス
飛散・接触防止による新型コロナウイルス
感染拡大の防止
②利用者の感染防止のための21世紀の
森と広場内の屋内施設（5施設）トイレの蓋
付き洋式化と非接触式水栓化

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②タウンスクール根木内のトイレ自動水栓
化修繕にかかる経費

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②青少年会館及び樋口分館内のトイレ自
動水栓化修繕にかかる経費

①コロナ禍の影響を受ける子育て世帯生
活支援特別給付金制度の対象外である低
所得（住民税均等割のみ課税）の世帯に給
付金を支給する。
②給付金及び事務費

・タウンスクール根木内のトイレ手洗いを
非接触式(センサー付き)自動水栓化した
結果、感染機会の削減につながり、施設利
用者及び施設従事職員への新型コロナウ
イルス感染拡大を防止できたため。

・青少年会館及び樋口分館内のトイレ手洗
いを非接触式(センサー付き)自動水栓化
した結果、感染機会の削減につながり、施
設利用者及び施設従事職員への新型コロ
ナ感染拡大を防止できたため。

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響が
長期化する中で、国の子育て世帯生活支
援特別給付金制度の対象外である低所得
（住民税均等割のみ課税）の世帯に、市単
独事業として給付金を支給。低所得の子
育て世帯へ経済的な支援を行うことがで
きたため。

・市内公園のトイレの蓋つきの洋式便所化
修繕により、流水の飛散防止が可能となっ
た。また、手洗い水洗のプッシュ型自閉式
水洗化修繕により、手洗い後に蛇口に触れ
る必要がなくなった。
・これらの修繕により、新型コロナウイルス
感染拡大予防に効果があったと思料され
るため。

・21世紀の森と広場内の屋内施設内のト
イレの蓋つきの洋式便所化修繕により、流
水の飛散防止が可能となった。また、手洗
い水洗の非接触式水洗化修繕により、手
洗い後に蛇口に触れる必要がなくなった。
・これらの修繕により、新型コロナウイルス
感染拡大予防に効果的であり、来園者の
安心につながったと思料されるため。
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

96 人事課 893,424 840,462 R3.7.1 R3.11.30
2.効果的で

あった

97 商工振興課 428,805,445 403,385,911 R3.6.26 R4.3.23
2.効果的で

あった

98

文化財保存
活用課博物
館（旧：博物
館）

20,900 19,661 R3.4.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

99
健康福祉政
策課

4,242,880 3,991,363 R3.6.1 R3.11.30
2.効果的で

あった

100
健康福祉政
策課

675,490 635,447 R3.6.1 R3.11.30
2.効果的で

あった

会計年度任用職員人件費

経営支援事業

博物館管理運営事業
施設維持管理業務

感染症対策関係事業（新型コロナウイルス
感染症対策啓発事業）

感染症対策関係事業（飲食店向け感染症
等アドバイザー制度）

①新型コロナウイルス感染症の感染拡大
の影響を受けている市内中小企業者（一
部飲食店除く）の事業継続支援
②新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、売上が減少した市内中小企業に対し
て、従業員の人数に応じて、売上減少額を
上限に給付金を支給するための経費

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②博物館の来館者及び従事職員に対する
消耗品（手指消毒液・ペーパータオル等）を
購入するための経費

①新型コロナウイルスの長期的な感染が
続き、感染予防対策の意識が低下していく
中、今一度、意識を高めるため、内容や対
象を絞った啓発活動を実施し、感染予防意
識の向上を図る
②広報特集号の発行経費、冊子「感染した
らシミュレーション」の作成・全戸配布経
費、繁華街、飲食店等への啓発チラシ配布
経費

①新型コロナ感染リスクの高い場面が多
い飲食店等において、利用者および店舗
が共に安心して事業継続ができるよう、飲
食店向けの感染症アドバイザー制度を実
施し、感染リスクを低減した営業が行える
よう支援する。
②感染症アドバイザーへの謝礼金等

①コロナ禍でアルバイト等の減少している
大学生の生活を支援
②生活支援を目的にアルバイト等の減少し
ている大学生を会計年度任用職員として
雇用

・事業者の倒産件数は低水準で推移してお
り、本事業を含めた資金繰り支援・給付制
度がコロナ禍において影響を受ける企業
の事業継続に寄与したため。

・新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、博物館内の環境整備を図り、館内に出
入りする来館者、職員及び従業員の新型コ
ロナ感染拡大防止に努めることができた
ため。

・広報や啓発冊子等の配布により、市民へ
の新型コロナ感染拡大防止への啓発につ
ながり、感染予防へ一定の効果が図られた
ため。

・新型コロナウイルス感染症の影響により、
アルバイトの出勤日数が減少するなど、生
活に支障がでている学生を会計年度任用
職員として雇用。当該大学生にはワクチン
の集団接種会場で従事いただいたが、「貴
重な経験ができた」との声もいただいた。
・雇用による経済的な生活支援はもちろん
のこと、それ以外の面でも効果があったと
推察されるため。

・飲食店向けの感染症アドバイザーによる
助言の実施により、店舗における適切な新
型コロナ感染拡大防止対策の促進につな
がり、利用者が安心して来店できる環境整
備、ひいては店舗の事業継続に寄与したと
思料されるため。
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

101
健康福祉政
策課

3,229,764 3,038,304 R3.6.1 R4.2.28
2.効果的で

あった

102 学校財務課 86,952,000 43,476,000 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

103
保育課
　保育運営担
当室

3,490,000 1,165,000 R3.11.8 R4.3.31
2.効果的で

あった

104
子育て支援
課

20,551,080 6,850,000 R3.12.24 R4.3.31
2.効果的で

あった

105
学務課（旧：
学務課）

91,129,497 85,727,351 R3.10.13 R4.3.16
1.非常に効果
的であった

感染症対策関係事業（飲食店向けのCO2
モニター購入費用助成制度）

学校保健特別対策事業費補助金

保育対策事業費補助金

子ども・子育て支援交付金

小・中学校管理運営事業

①新型コロナ感染リスクの高い場面が多
い飲食店での感染リスク低減
②感染対策を徹底する飲食店に対し、
CO2モニターの購入費用を補助する。

①学校教育活動を継続するための感染症
予防対策及び、新型コロナ対策等に資する
教職員研修等支援
②消毒液、使い捨て手袋、ハンドソープ、
パーテーション、次亜塩素酸生成機専用
液、オンライン学習等に資するICT支援員
委託料、ミニキーボード（飛沫防止対策と
して、音楽授業の際のピアニカ使用を不可
とした。）
感染症対策等の学校教育活動継続支援事
業

①コロナ禍の影響を受ける子育て世帯の
経済的負担軽減
②小学校（45校）、中学校（20校）の林間
学園、修学旅行の延期中止に伴うキャンセ
ル料等の補助

①ポストコロナ社会を見据えたデジタル技
術活用により、保育士の業務負担軽減を
図り、保育所の業務のICT化を推進する。
②保育所等におけるICT化推進等事業補
助金
保育の周辺業務や補助業務に係るICT等
を活用した業務システムの導入費用の一
部を補助する。

①放課後児童クラブにおける登退所シス
テムの導入に係る費用を補助することに
より、ポストコロナ社会を見据えた業務の
ICT化を推進する。
②放課後児童クラブにおいて利用児童の
登退所の管理を行うシステムの導入経費
及び保守経費

・飲食店におけるCO2モニターの購入費
用の補助より、店舗における適切な新型コ
ロナ感染拡大防止対策の促進につながり、
利用者が安心して来店できる環境整備、ひ
いては店舗の事業継続に寄与したと思料
されるため。

・学校教育活動の継続に際して、児童生
徒・職員等の感染対策に必要となる手指
消毒液、ハンドソープ、手袋等の購入によ
り、新型コロナ感染防止が徹底できたた
め。
・教室における換気を徹底するための、
サーキュレーター、パーティションはなど
は、教室内の３蜜を回避するのに役立っ
た。
・ＩＣＴ支援員の導入は、オンライン学習導
入時の初期設定や管理についての支援、
授業支援ソフトや連絡ツールの活用のた
めの支援・指導。また、児童生徒の質の高
い学びの実現への支援や教職員の効率的
な業務改善に効果が見られた。

・保育施設における業務のＩＣＴ化を行うた
めのシステム導入を支援することで、保育
士等の業務負担の軽減を図り、不必要な
接触の削減により新型コロナ感染拡大防
止に結びついたため。

・放課後児童クラブにおける登退所管理シ
ステムの導入により、ポストコロナを見据
えた業務のICT化を推進し、サービスの向
上や業務効率化を図ることができたため。

・修学旅行、林間学園が延期、中止となっ
た児童・生徒の保護者に対して、キャンセ
ル料を補助することで、コロナ禍における
保護者の経済的な負担をなくすことがで
きたため。
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

106
学習指導課
（旧：指導課）

4,920,300 4,628,625 R3.10.29 R3.12.8
1.非常に効果
的であった

107 交通政策課 87,150,000 81,983,758 R4.1.5 R4.3.22
2.効果的で

あった

108
健康福祉政
策課

3,429,815 3,226,496 R3.12.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

109
健康福祉政
策課

19,347,100 18,200,206 R3.12.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

110
健康福祉政
策課

24,220,000 22,784,241 R3.12.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

111 地域医療課 20,126,192 18,933,114 R3.11.15 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

新型インフルエンザ等対策業務
（感染症対策関係事業（（新型コロナウイル
ス感染症対策啓発事業））

新型インフルエンザ等対策業務
（感染症対策関係事業（発熱外来及び検査
実施医療機関等強化協力助成事業））

新型インフルエンザ等対策業務
（感染症対策関係事業（自宅療養者等の診
療体制強化協力助成事業））

新型インフルエンザ等対策業務

児童生徒活動支援事業

交通利便性向上検討事業
交通事業者支援業務

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②感染症対策の徹底のため、鍵盤ハーモ
ニカの代替として、ミニキーボードを1学年
分追加整備するための経費

①コロナ禍の緊急事態宣言及びまん延防
止等重点措置下における外出自粛等の影
響を受けた市内交通機関が、今後も安定
的な運行を確保するための支援
②バス及びタクシー・地域鉄道事業者への
「松戸市地域公共交通運行継続緊急支援
金」の交付

①新型コロナウイルスにおける感染状況、
ワクチン接種率・３回目接種の状況、行動
制限緩和の状況など踏まえ、感染拡大防
止を目的とした啓発
②啓発冊子の作成・全戸配布経費

①発熱者や新型コロナ検査希望者が円滑
に受診・検査できる体制を整備するため、
発熱外来及び検査（PCRまたは抗原定量）
を実施する体制を整えた医療機関に対し、
協力金を交付
②松戸市発熱外来及び検査実施医療機関
等強化協力金に要する経費

①新型コロナ自宅療養者等の診察体制を
強化するため、市内医療機関が自宅療養
者等の外来・往診を実施した場合、千葉県
が交付する協力金と同額を市が交付する。
②松戸市自宅療養者等の診療体制強化協
力金に要する経費

①セルフチェックとして自ら検査を実施で
きるよう医療用抗原検査キットの購入に係
る経費を助成し、確実な医療機関への受
診につなげることで新型コロナウイルス感
染拡大防止を図る。
②抗原検査キットを購入する市民・在勤者
へ補助を行うためにかかる、薬剤師会への
委託に要する経費

・感染症対策の徹底のため、鍵盤ハーモニ
カの代替として、各小学校にミニキーボー
ドを整備した。飛沫防止の観点からは非常
に効果的であり、新型コロナ感染拡大防止
に寄与したため。

・本支援金は、バス及びタクシー・地域鉄道
事業者の車両維持費や感染拡大防止対
策、人件費等に活用され、市内交通機関の
安定運行の確保に寄与したと思料される
ため。
・コロナ禍での社会情勢等の変化を注視
し、事業者にとって効果的な支援の時期を
考えていく。

・啓発冊子の配布により、市民への新型コ
ロナ感染拡大防止への啓発につながり、感
染予防へ一定の効果が図られたため。

・本事業は医療機関における発熱者や検査
希望者の円滑な受信等につながり、本市
における新型コロナ感染症対策の強化に
寄与したため。

・医療用抗原検査キットの購入費用の助成
により、各家庭での迅速な検査実施につな
がり、新型コロナ感染症患者の早期発見・
感染拡大防止につながったため。

・本事業は自宅療養者等の診療体制強化
に寄与し、コロナ禍における市民の安全・
安心の確保につながったと思料されるた
め。
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

112 地域医療課 90,006,942 84,671,341 R3.11.15 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

113

子ども家庭
相談課
　母子保健担
当室

2,163,877 2,035,603 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

114 救急課 486,457 457,620 R3.4.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

115 情報通信課 3,447,000 3,242,662 R3.8.27 R3.9.13
1.非常に効果
的であった

116
健康福祉政
策課

2,218,500 2,086,988 R3.12.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

消防通信設備維持管理業務

新型インフルエンザ等対策業務
（感染症対策関係事業（家庭内における効
果的な換気促進事業））

新型インフルエンザ等対策業務

1歳6か月児健康診査業務

救急隊活動業務

①新型コロナウイルスの感染に不安を抱え
る無症状の高齢者等の不安感の軽減を図
る。
②松戸市民や市内の介護施設等の従事者
に対し、PCR検査の費用を助成（1件当た
り上限20千円）

①乳幼児健康診査における新型コロナウイ
ルス感染機会の削減及び感染拡大の防止
②1歳6か月児健診の個別健診に係る費用
（No.30の単独事業部分）

①新型コロナウイルスに感染した自宅療養
者等からの救急要請に対応するため、適
切な事業の継続を図る。
②医療用酸素充填に要する経費

・本事業は、介護施設等の従事者のほか、
松戸市民に対して幅広くPCR検査を実施
することにつながり、新型コロナ感染拡大
を防ぎ、利用者の安心・安全に寄与したた
め。

・従来の集団健診を個別健診と集団健診
の併用に変更（令和2年度より継続）。
・集団健診では、従来よりも歯科医師を増
員し、集団健診の実施回数を増やしたた
め、対象者の滞在時間が縮小され、混雑緩
和を図ることができた。また、手指消毒の
徹底、使用物品の消毒により感染対策を
講じ、コロナ禍においても安全に実施する
ことができた。
・個別健診では、大人数が来所する会場で
の感染に不安がある保護者が安心して受
診できる場とできたため。また、受診日を
保護者が決めることができるため、利便性
が高かった。

・新型コロナウイルス感染者（自宅療養者
等）の対応により、医療用酸素の使用量が
想定よりも上回り、予算の不足が避けられ
ない状況であったが、適正な業務を遂行
する事が出来たため。

・緊急事態宣言下、新型コロナウイルス要
請者等からの救急要請が増加していた中、
新たに非常用救急車を増台したことで、逼
迫する救急要請に対応することができた
ため。

・本事業により、各家庭における適切な新
型コロナ感染拡大防止対策の促進に寄与
したと思料されるため。

①新たに非常用救急車を増台し、新型コロ
ナウイルス感染等で増加する救急要請へ
の対応を図る。
②非常用救急車の増台にかかる車両運用
端末装置、及び消防救急デジタル無線装
置の取付・設置に要する経費

①新型コロナウイルスにおける家庭内感染
拡大を踏まえ、家庭内での効果的な換気
の検証、換気モデルの啓発活動実施及び
CO2モニター貸与実施により、感染予防
意識の向上を図る。
②効果的な換気検証にかかる経費、啓発
チラシ「住居での効果的な換気方法」の作
成・配布経費、家庭内換気促進にかかる備
品購入費・通信費
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

117 障害福祉課 1,121,389 1,054,913 R3.10.27 R4.3.11
1.非常に効果
的であった

118 介護保険課 3,194,331 3,004,971 R3.12.16 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

119
子育て支援
課

1,991,000 1,872,974 R4.2.20 R4.3.10
2.効果的で

あった

120 保育課 3,681,360 3,463,129 R4.3.14 R4.3.31
2.効果的で

あった

121
健康福祉政
策課

18,918,220 17,796,750 R3.12.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

122 地域福祉課 2,190,760 2,060,892 R3.12.15 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

障害者居宅生活支援業務

介護保険サービス事業者等支援事業

放課後児童健全育成業務

保育業務

新型インフルエンザ等対策業務
（感染症対策関係事業（新型コロナ対策備
品購入））

施設維持管理業務

・公共施設内でのCO2モニター及びサー
マルカメラの設置により、適切な換気の促
進や発熱者の早期発見につながり、新型コ
ロナウイルス感染リスクの低減を図ること
ができたため。

・葬儀は実施を避けることのできない慣習
であるため、北山会館・市斎場において感
染症対策用品を完備することは、利用者及
び従事者への安全と安心の確保につなが
り、新型コロナ感染拡大防止にも寄与した
と思料されるため。

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②介護施設に対してCO2モニターの購入
費用を補助する。

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②タブレットを導入することで、放課後児
童クラブにおける研修・会議等をオンライ
ン化する。また、今年度導入予定の登退所
管理システムのシステム操作やデータ照会
に活用することで、ICT化を推進する。

・障害者福祉施設に対して、効果的な換気
方法等の検証を行う感染症対策アドバイ
ザーの派遣やCO2モニターの購入費用の
補助により、施設内での新型コロナ感染拡
大防止の環境整備を行うことができたた
め。

・介護施設に対して、二酸化炭素濃度測定
器の購入経費の一部助成を行うことで、適
切な換気を促し、介護施設等における新型
コロナウイルス感染リスクの低減を図るこ
とができたため。

・放課後児童クラブにおいて、タブレットの
使用により、研修・会議等をオンライン化す
ることで、感染機会の削減及び新型コロナ
感染拡大の防止を図れたため。また登退
所管理システムの操作やデータ照会に活
用することで、事業のICT化が推進できた
ため。

・公立保育所における研修・会議等をオン
ライン化が進み、以前より接触機会が減っ
た。これに伴い、感染機会の削減及び新型
コロナ感染拡大の防止に繋がっていると
考えられるため。
・また、保護者と保育所との連絡帳を紙媒
体からタブレットとスマートフォンを利用し
たアプリで行うようにすることで、更なる
感染機会の削減及び感染拡大の防止につ
ながると考える。

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②公立保育所における研修・会議等をオン
ライン化する。また、保護者と保育所との
連絡帳を紙媒体からタブレットとスマート
フォンを利用したアプリで行うことにより、
接触機会の低減を図る。

①公共施設内の新型コロナ感染防止を図
る。
②CO2モニター及びサーマルカメラ購入
に要する経費

①新型コロナウイルス感染拡大の防止
②北山会館・市斎場の参列者のための感
染拡大防止対策備品購入経費

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②障害者福祉施設での効果的な換気方法
等の検証を行う感染症対策アドバイザーへ
の報償費及び障害者施設に対してCO2モ
ニターの購入費用を補助する経費を交付
対象経費とする。
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

123
子どもわか
もの課

29,080 27,356 R4.3.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

124
子どもわか
もの課

355,620 334,539 R3.12.16 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

125
高齢者支援
課

66,000 62,088 R3.11.10 R3.12.20
2.効果的で

あった

126
子育て支援
課

236,643 222,615 R4.1.11 R4.2.3
2.効果的で

あった

127 地域福祉課 9,020,000 8,485,295 R3.12.15 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

施設維持管理業務

・ほっとるーむ八柱において、飛沫防止
カーテンの設置により、空間の物理的な分
離が可能となった。これにより、新型コロ
ナ感染機会の削減を図った上で飲食可能
とするスペースを設けることができたた
め。

・北山会館内の空調機修繕により、建築物
内の空気循環能力の向上という新型コロ
ナ感染症対策につながり、利用者及び業
務従事者の安全と安心の確保に寄与した
と考えるため。また、こうした感染症対策
等により、火葬業務を中断することなく、
サービスの提供を行うことができたことも
評価できるため。

・常盤平児童福祉館に飛沫防止用のアクリ
ル板やサーキュレーターを設置したことに
より、効果的な換気が可能となったため、
新型コロナ感染拡大防止を考慮した上で
施設内での飲食再開に向けた対応をとる
ことができたため。

中高生支援業務

施設維持管理業務

地域子育て支援拠点業務

施設維持管理業務

・市内高齢者施設に対して、感染症対策ア
ドバイザーが効果的な換気方法を検証し、
施設の形状などに合わせた効果的な換気
モデルについて助言。施設がこれを実践し
たことで、新型コロナ感染感染拡大防止に
つながったため。

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②飲食禁止等の解除に向けて、青少年プ
ラザ等に飛沫防止用のアクリル板や非接
触型体温計や空気清浄機等を購入する。

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②老人福祉施設での効果的な換気方法等
の検証を行い、感染症対策強化の支援に
係る感染症対策アドバイザーへの報償費
を交付対象経費とする。

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②飲食禁止等の解除に向けて、ほっとるー
む八柱に飛沫防止カーテンを設置する。

①北山会館の利用制限緩和に向け、空気
循環能力を高めるため、空調機修繕を実
施。これによる新型コロナウイルス感染拡
大の防止
②北山会館各部屋における空調機修繕に
要する経費

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②飲食禁止等の解除に向けて、常盤平児
童福祉館に飛沫防止用のアクリル板や
サーキュレーターを購入する。

・青少年プラザ等において、飛沫防止用の
アクリル板や空気清浄機の設置により、効
果的な換気が可能となり、新型コロナ感染
拡大防止を考慮した上で施設内での飲食
再開に向けた対応をとることができたた
め。特に、音楽スタジオなど窓のない部屋
の感染症対策が可能となったことの効果
は大きいと思料される。
・非接触体温計の設置により、施設利用者
の検温作業の負担が軽減したため。
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

128
男女共同参
画課

4,131,145 1,033,145 R3.9.29 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

130
子育て支援
課

4,500,000 1,500,000 R3.4.1 R4.3.31
2.効果的で

あった

131
学校財務課
（旧：学務課）

11,150,000 5,575,000 R3.8.20 R3.10.20
1.非常に効果
的であった

132 健康推進課 190,000 64,000 R3.5.26 R3.6.8
2.効果的で

あった

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②放課後児童クラブにおいて感染症対策
の徹底を図るため、消毒液等の購入に係
る経費を交付対象経費とする。

①学校教育活動を継続するための感染症
予防対策及び、新型コロナ対策等に資する
教職員研修等支援（No.86と関連）
②消毒液、使い捨て手袋、ハンドソープ、
パーテーション、次亜塩素酸生成機専用
液、オンライン学習等に資するICT支援員
委託料、ミニキーボード（飛沫防止対策と
して、音楽授業の際のピアニカ使用を不可
とした代替）
感染症対策等の学校教育活動継続支援事
業（※上限額の上乗せ分で積算）

①ロタウイルスワクチン接種が令和2年10
月より定期接種となったことから、市町村
間において当該予防接種記録とマイナン
バー情報を連携し、確認できるようにする
（ポストコロナ社会を見据えたデジタル技
術活用）
②マイナンバー情報と予防接種台帳を連
携させるためのシステム改修経費

地域女性活躍推進交付金

子ども・子育て支援交付金

学校保健特別対策事業費補助金

疾病予防対策事業費等補助金

①コロナ禍で生活、仕事、DV、子育て、介
護などに困難な状況になっている女性に
対し、訪問支援、居場所提供などの伴走型
の支援を行う。
②訪問支援、居場所提供などの伴走型支
援を行うための人件費、居場所整備費、謝
礼金等

・サーモグラフィカメラの導入により、学校
行事等で来校する不特定多数の保護者や
関係者に対して、迅速かつ正確な検温を行
うことが可能となった。
さらに、検温時に発熱者との接触を回避
出来ることから、非常に効果的な新型コロ
ナ感染拡大防止対策となったため。

・市町村間において、当該予防接種記録が
マイナンバー情報連携により確認が可能と
なった。これは、ポストコロナ社会を見据え
たデジタルトランスフォーメーションによ
る業務効率化を推進すると思料されるた
め。

・コロナ禍で生活、仕事、DV、子育て、介護
などで困難な状況になっている女性に対
し、民間団体への委託事業として訪問支
援、居場所提供などの伴走型の支援を
行った。民間団体ならではのフットワーク
の軽さを生かした対応により、行政の窓口
は相談しづらいと感じている方や、どこに
相談に行けば良いか分からない方に寄り
添い、必要に応じて行政の窓口につない
だり、ゆっくりお話を伺ったり、ワーク
ショップに参加していただいたりと柔軟な
対応を図ることができたため。

・放課後児童クラブにおいて消毒液を設置
することで、新型コロナ感染症対策の徹底
が図れたため。
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

133
保育課
　保育運営担
当室

61,487,940 30,749,970 R3.11.12 R4.3.31
2.効果的で

あった

134 商工振興課 7,865,000 1,966,250 R3.7.2 R4.3.31
2.効果的で

あった

135 健康推進課 1,305,000 653,000 R4.3.15 R4.3.31
2.効果的で

あった

137 健康推進課 2,006,000 669,000 R4.3.15 R4.3.31
2.効果的で

あった

保育対策総合支援事業費補助金

地域就職氷河期世代支援加速化交付金

疾病予防対策事業費等補助金

疾病予防対策事業費等補助金

①新型コロナウイルス感染機会の削減及
び感染拡大の防止
②保育所等において感染症対策の徹底を
図るため、マスク・消毒液等の衛生用品や
感染防止用の物品購入等に係る経費を交
付対象経費とする。

①コロナ禍の影響を受ける就職氷河期世
代の求職者と企業のマッチング等を行い、
正規雇用へつなげる。
②企業に求人ヒアリングやインターンの受
入れの確認、就職希望者への応募サポート
就職氷河期世代キャリアチャレンジ事業

・個人がマイナポータルを通じて健（検）診
情報を閲覧できるようにするために必要
なシステム改修を行ったことで、行政サー
ビスの向上をはじめとした、ポストコロナ
を見据えたデジタルトランスフォーメー
ションに資するため。

・松戸市において、健（検）診結果等の情報
について、国が定める標準的な様式に対
応できるようにシステム整備を行った。こ
れは、ポストコロナを見据えたデジタルト
ランスフォーメーションによる業務効率化
の推進につながると思料されるため。

・感染症に対する強い体制を整え、感染症
対策を徹底しつつ、事業を継続的に提供し
ていくために、職員が感染症対策の徹底
を図りながら業務を継続的に実施する事
業（かかり増し経費、研修受講）や、マスク
や消毒液等の衛生用品や感染防止のため
の備品の購入、施設等の消毒、感染症予防
の広報・啓発等を行う事業について支援を
したことで、新型コロナ感染症対策に効果
的であったため。

・本事業の主な実施内容は、以下のとおり
◆オンライン相談窓口の開設
◆就職セミナー、資格取得セミナーの開催
◆就職マッチングイベントの開催
・成果数値は、以下のとおり
◇事業参加者　195名
◇就職者　7名
・コロナ禍の影響を受ける就職氷河期世代
の求職者の就職という事業の目的に一定
の効果があったと思料されるため。

①市町村間において当該健（検）診記録と
マイナンバー情報を連携し、確認できるよ
うにする。（ポストコロナ社会やデジタル時
代を見据えたデジタル技術活用）
②マイナンバー情報と健（検）診情報を連
携させるためのシステム改修経費（健（検）
診結果等の様式の標準化整備事業）

①市町村間において当該健（検）診記録と
マイナンバー情報を連携し、確認できるよ
うにする。（ポストコロナ社会やデジタル時
代を見据えたデジタル技術活用）
②マイナンバー情報と健（検）診情報を連
携させるためためのシステム改修経費（健
（検）診情報連携システム整備事業）
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Ｎｏ
事業の概要
①目的・効果

②交付金を充当する経費内容
事業名 担当所属

総事業費
（円）

交付金充当
経費
（円）

事業開始
年月日

事業完了
年月日 左記の評価への

具体的な理由・改善策など

事業実施による事業目的の達成への評価

142 地域医療課 1,460,800 1,374,204 R4.2.1 R4.3.31
1.非常に効果
的であった

2,375,670,396 2,205,107,000

0 ###### 126,892,145

小児急病診療業務

①新型コロナウイルス感染症の拡大に対す
る子育て世帯等の不安に応えるとともに、
感染の早期発見や早期治療の流れを強化
するため、夜間小児急病センターにおいて
発熱外来を設置し、医療体制の強化を図
るもの。
②夜間小児急病センターの発熱外来運営
に係る経費

合計　　

・第6波では小児の感染者も増え、発熱患
者にはコロナ陽性者も多くなってきたこと
から、夜間小児急病センターにて発熱患者
用の待機・検査所を設置。抗原検査キット
による迅速な検査は、新型コロナ感染防止
対策に役立ったため。
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